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市政一般質問

　山間部の市道において、樹木が覆いかぶさることで
車両の通行に支障をきたし、危険な箇所が多数見受け
られる。土地所有者による対応では解決できないのが
実状であり、市道管理者として、公道の車両の安全確
保のため、樹木の伐採等、早急な実施を求めるがどう
か。

山口　弘宣 議員

　市民会館建設を要望する署名は、１万7,657名と驚
異的な数である。新築予定の市役所との合築も方法の
一つである。今、図書館は県との合築で建設中であり、
情報発信のための文化ホールは、県も必要であると思
われる。しかし、県は100億円の貯金を使い果たし、
大村市の財政も庁舎建設で厳しい状況である。文化
ホールを県と市で合築することは考えられないか。

中瀬　昭隆 議員

山間部市道上に
覆いかぶさる雑木伐採の徹底

答

市民会館、県立文化ホール

答

　明らかに市道通行に支障をきたし、緊急
の対応を要する場合は、道路管理者による
伐採は可能であるが、支障木についても私

有財産であるため、所有者の了解なしに伐採する
ことを条例や要綱等で定めることはできない。今
後、地元町内会に委託している除草
業務にあわせ、所有者の了解を
得て伐採していただける場合、
伐採作業に必要な経費等への助
成を検討したい。

　文化ホールについては、現在、県で建設
の動きはあっていない。しかし、今後、建

設を進めていくという動
きが生じた場合、県有地
である言泉寮跡地も候補
の１つになると思うため、
積極的に誘致活動に取り
組みたい。

　新大村駅周辺整備に関する企業向けアンケートで東
口の全体的な開発計画に関心があった企業は何社あっ
たのか。また、市民からの文化ホール建設の要望は大
きく、交通アクセスから判断しても新大村駅周辺は最
適地と思われる。ＰＦＩ等の民間の技術力や資金力、
経営ノウハウを活用し、投資額の縮減と平準化を目指
した建設が望ましいと考えるが、市長の見解を問う。

城　幸太郎 議員

　桜や花菖蒲は「花のまち」大村を代表する花であり、
県内外から毎年多くの観光客が大村公園を訪問される。
同公園は本市の代表的な観光地であるが、園内は桜の
老木が目立ち、遊歩道の補修や池の浄化など、多くの
問題を抱えている。このため、大規模改修により質を
向上させることで、入園料を徴収し、その入園料を改
修の財源に充てることはできないか尋ねる。

村上　秀明 議員

新大村駅（仮称）の東口に
文化ホールを！

答

大村公園の大規模改修

答 　新駅東口の全体的な開発計画に関心が
あった企業は８社であった。また、新大村

駅周辺への文化ホールの建設については、まずは新
駅周辺をどのように整備するの
かということと、議会からの意
見や提案を含め市民会館をどの
ようにするのかということを、
今後検討していきたい。　

　大村公園については、大規模改修の前に
桜の老木への対策や魅力向上のライトアッ

プなど、まずは今あるものを最大限に延命化する
計画の策定が必要だと考えている。また、入園料
については、現在の大村公園の構造では徴収が困
難であるが、現地周辺での市庁舎建設にあわせ、
駐車場料金についても議論する必要があると考え
ている。

村崎　浩史 議員

　市民に「基本構想」を示すことなく、市庁舎建設に
係る基本計画策定業務が開始された。市長は速やかに
基本構想を語るべきである。また、事業費80億円と見
込む新庁舎の面積には、起債許可対象外の面積が含ま
れていると思われるが、これまでに市民に説明してき
た「国から交付税措置される額は18億円」に誤りはな
いのか尋ねる。

神近　寛 議員

　全戸に配布された「市庁舎建設に関する質問と回
答」の紙面で、建設費用は約80億円と記載されている
が、これは平成25年に算出された概算額である。９月
臨時議会で上程された中学校給食センターの建設工事
費では、資材単価、労務単価が４年前より約４割上昇
している。このため、市庁舎建設の概算費用は約112
億円と想定されるが、市の考えを問う。

水上　享 議員

変則六差路の改良工事を
着実に！

市庁舎の基本構想と
事業費見込み80億円

答

市庁舎建設で財政の悪化が
進むのではないか

答

　農道については生活道路となっている実態もある中、
拡幅改良する場合、地元負担が伴う。このため、この
ような農道を防災道路や緊急道路として、条例で位置
付けることにより、地元負担が発生しないような制度
にすることはできないか尋ねる。

　上諏訪地区の変則六差路の改良工事の進捗状況はど
うなっているのか。また、地元町内会をはじめとした
地元住民への説明をしっかり行うべきであるが、いつ
ごろに実施するのか尋ねる。

村上　秀明 議員

農道拡幅改良における
地元負担

　今まで示してきた事業費80億円及びそ
の根拠となる面積については、あくまで過

去に試算したもので、新庁舎建設の際の根拠とな
る数字ではない。今後、基本計画を策定する中で、
精度を高めたい。財源として、新たに設けられた
市町村役場機能緊急保全事業債を活用予定だが、
対象外の部分が発生した場合、一般単独事業債を
活用したい。　

　市庁舎建設費用の80億円については、
平成25年度に目安として試算したもので

あり、費用の根拠となる必要面積、機能、構造な
どについては、現在基本計画を策定する中で、検
討している。検討結果が出て初めて事業費の概算
が出てくるため、現時点で80億円と比較してどう
なるのか、見解を出すことはできない。

答

答

　農道については、生活道路との区分が困
難な場合が多く、災害時の緊急道路として、

地域集落の中で位置付けることは困難と考えてい
るが、他の自治体においても、同様の課題がある
と思われるため、今後、調査研究したい。

　上諏訪地区の変則六差路の改良工事につ
いて、市道藤の川横尾線の交差点改良に係
る地権者との用地補償契約が６月に完了し、

家屋移転については12月ごろ、
家屋解体については来年２月
上旬をめどに完了すると聞い
ており、平成30年度に本格工
事の予定である。また、地元
への説明については、本年12
月ごろに地元町内会への説明
を予定している。
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